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国民健康保険税は納期内に必ず納めましょう!!
2

本山町嶺北中学校訪問

　９月２６日（木）、友好交流町である高知県本山町より、嶺北中学校の２年生１５名が来町し、役場
への表敬訪問や町内施設を見学した後、浦臼中学校体育館で浦臼中学校の生徒と交流を行いました。生
徒会長の上嶋哲太さんが「嶺北中学校と浦臼中学校の絆が深まる場になれば良いと思います」と挨拶をし、
学校の紹介やフロアカーリング、高知県に伝わるお座敷遊びである「箸拳（はしけん）」を行い、生徒
がお互いに教え合うなど、交流を深めていました。

第２４回　浦臼小学校学芸会

　１０月１９日（土）、浦臼小学校体育館において、第２５回学芸会が開催されました。「令和最初の学
芸会　～１２０年間の思いをこめた感動のハーモニー～」をテーマに掲げ毎日一生懸命練習を積み重ね
てきた子どもたちは、本番で素晴らしい演技・演奏を披露していました。

KOUHOU
URAUSU
Ｒ元.11

役場を表敬訪問 除雪センターの見学 本山町を紹介する嶺北中の生徒

混合チームで行ったフロアカーリング 高知県に伝わる「箸拳」 一緒に給食を食べて交流を深める両校の生徒

はじめのあいさつ（１年） スイミー（１・２年劇） MerryChristmasEveryone（３年ダンス）

ないた赤おに（４年劇） 風に乗れ（５年ダンス） サウンド・オブ・ミュージック（６年劇）



３
ゴミは、分別して出しましょう!!
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人権擁護委員委嘱

　竹内富美代氏が浦臼町の人権擁護委員として法務大臣より委嘱
（再任）されました。
　令和元年１０月４日に町長より、委嘱状の伝達が行われました。
　人権擁護委員は、差別やいじめ、プライバシーの侵害など人権
に関わる悩みの相談を受け付けたり、人権教室などの啓発活動を
行っております。

百歳高齢者「内閣総理大臣祝状」伝達式

　９月２５日（水）、今年度満百歳を迎えられる北
出靜さん、甲⻆フミさん、𩵋本キヨさんに「内閣
総理大臣祝状」が贈られました。
　町長より祝状と記念品の銀杯を笑顔で受け取ら
れていました。
　みなさん本当におめでとうございます。これか
らもお元気でお過ごしください。

火災予防作文・防火ポスターコンクール表彰式

　１０月１７日（木）、浦臼小学校において、令和元年度火災予防作文・ポスターコンクールの表彰式
が行われました。ポスター部門において４年の今中彩葉さんが浦臼消防団長賞、５年の野間あおばさ
んが支署長賞、４年の笹木侑奈さんが浦臼町女性防火クラブ会長賞を受賞し、今中さんは「花火が燃
えてバケツが悲しんでいる様子を描きました。賞があるのは知らなかったけど、受賞できて嬉しい」
と話していました。

甲⻆フミさん（中央）

𩵋本キヨさん（左）北出靜さん（左）



限りある水資源を大切に!節水にご協力をお願いします!
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教育長退任にあたって 前教育委員会教育長　浅岡　哲男

　この度、１０月２日をもちまして、教育長を退任いたしました。
　町に奉職以来４４年の長きにわたり、行政に携わらせていただき、平成
２４年５月から７年余り教育長の職務に専念させていただきましたことは、
ひとえに皆様をはじめ関係各位の格別なご指導とご厚情の賜と深く感謝し
心よりお礼を申し上げます。
　次代を担う子どもたちが、複雑で予測することの難しい社会の中でも一
人ひとりが輝いて生きぬく力の教育とすべての町民が笑顔で活き生き学び
楽しく暮らすことの出来る教育の更なる進展を願っております。
　これからは、皆様からいただいたご厚志を大切に、地域活動をとおし意
義ある人生としたいと考えております。
　結びに、町民の皆様のご健勝と限りないご多幸を心よりご祈念申し上げ
退任のご挨拶と致します。　長い間有り難うございました。

教育長就任のご挨拶 教育委員会教育長　河本　浩昭

　この度、町議会の同意をいただき、１０月３日付けで教育長に就任いた
しました。
　少子高齢化の進行、グローバル化や情報化の進展等、社会情勢が大きく
変化し、先行き不透明な時代の中にあって、本町の教育行政を担うことの
重責を痛感し、身の引き締まる思いであります。
　この国やふるさと浦臼の未来を拓いていく人材の育成、過疎地であって
も学習機会を選択できる生涯学習社会の実現のため、教育委員をはじめ、
学校・PTA等の教育関係機関、地域との連携を大切にし、微力ではあり
ますが誠心誠意、努める所存です。
　町民の皆様には、引き続き本町の教育推進にご理解とご協力をお願い申
し上げ、就任のご挨拶といたします。

令和元年台風第１５号千葉県災害義援金

　令和元年台風１５号により、千葉県に甚大な被害がありました。
　被災された方々を支援するため、下記義援金の受付を行っておりますので、皆さまの温かいご支援
をよろしくお願いいたします。
　受付期間　　令和元年１２月２７日（金）まで
　お寄せいただいた義援金は、被災地県に設置される災害義援金配分委員会を通じて被災者へ配分さ
れます。
　町民の皆様のご協力をよろしくお願いいたします。
　そのほか、現在浦臼町で受付をしている災害義援金・募金等は下記のとおりです。

　いずれの義援金・募金も、役場くらし応援課および保健センターで受け付けています。
　これからも町民皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

詳しくは、くらし応援課生活係へ（６８－２１１２）

災害義援金名 受付終了日
平成２８年熊本地震災害義援金 令和２年３月３１日まで
平成３０年７月豪雨災害義援金 令和２年６月３０日まで
平成３０年北海道胆振東部地震災害義援金 令和２年３月３１日まで
令和元年８月豪雨災害義援金 令和２年２月２８日まで



買物は町内商店で買いましょう!!
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１１月は「児童虐待防止推進月間」です
みんなで子どもへの虐待を防ぎましょう

　厚生労働省では毎年１１月を「児童虐待防止推進月間」と定め、家庭や学校、地域等の社会全般にわたり、
児童虐待問題に対する深い関心と理解を得ることができるよう、期間中に児童虐待防止のための広報・
啓発活動など種々な取組を集中的に実施しています。
【児童虐待とは？】
　＊身体的虐待～殴る、蹴る、叩く、激しく揺さぶる、
　　　　　　　　やけどを負わせる　など
　＊性 的 虐 待～子どもへの性的行為、性的行為を見せる　など
　＊ネグレクト～家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく
　　　　　　　　不潔にする、自動車の中に放置にする　など
　＊心理的虐待～言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、
　　　　　　　　子どもの目の前で家族に対して暴力をふるう（ＤＶ）など
【「虐待かな？」と思ったら･･･】
　児童虐待かもと思ったらすぐに相談（通告）してください。
　あなたの１本の電話で救われる子どもがいます。
　※虐待の現場を見ていなくても構いません。
　※相談は匿名で行うことも可能です。相談者や相談内容に関する秘密は守られます。

【児童虐待に関する相談先】
　・児童相談所全国共通ダイヤル　　　電話 189
　・岩見沢児童相談所　　　　　　　　電話 0126－22－1119
　・浦臼町長寿福祉課子育て支援係　　電話 0125－69－2100

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間
　法務局では、女性の人権についての専用相談電話「女性の人権ホットライン」を設置しています。夫
やパートナーからの暴力やセクハラなど女性の人権に関する悩みをご相談ください。
　また、令和元年１１月１８日（月）から１１月２４日（日）までは、「全国一斉『女性の人権ホットライン』
強化週間」です。期間中は、平日の受付期間を延長し、土日も対応します。

女性の人権ホットライン　０５７０－０７０－８１０ 　　　

　◆受付時間　　　平日　午前８時３０分～午後５時１５分（年末年始を除く）
　◆強化週間中の受付時間　　　１１月１８日（月）～２２日（金）午前８時３０分～午後７時
　　　　　　　　　　　　　　　１１月２３日（土）・ ２４日（日）午前１０時～午後５時

ゼロナナゼロのハートライン

（全国共通ナビダイヤル）

広
　
告

（固定金利・保証料含む）　（平成２７年４月１日現在）

※融資条件を変更する場合は、手数料がかかる場合があります。
※保証会社の審査によって、ご希望に添えない場合があります。
※詳しくは当金庫本支店窓口にお問合わせください。

・ご融資額　５００万円以内　・ご利用期間　１０年以内

ご融資金利　年５.０％、年７.０％、年９.０％、年１４.０％
他金融機関、クレジット、消費者金融で

ご利用中のローンの借換もOK

http://www.shinkin.co.jp/hokumon/

※ご融資金利は保証会社の審査のうえで決定させていただきます。
※さらにお取引内容によって上記金利より年０.２０％優遇いたします。

北門信用金庫　浦臼支店　TEL ６８－２０１１

ふれあいを大切にする



元気にあいさつをしましょう!!
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町民文化講演会

　浦臼町教育委員会では、１１月１３日（水）行政センター３階あかねホー
ルにて社会教育事業　町民文化講演会を開催いたします。
　今回は、札幌市を中心に道内各地で活動するパフォーマー「鈴木幸子」さ
んの「楽しく　笑って　挑戦して」と題した腹話術や手品も交えた子どもか
ら大人までもが楽しめる講話会を予定します。
　大変貴重な講話会に、ご家族やお友達の方をお誘い合わせてお越しください。
◆日　時　１１月１３日（水）　開場　１７時３０分　開演　１８時００分
◆演　題　『楽しく　笑って　挑戦して』
◆講　師　鈴木　幸子氏
◆場　所　役場３階あかねホール　入場無料
◆問合せ　教育委員会　社会教育係　（６８－２１６６）

登記・相続に関するＱ＆Ａ

誰が相続人になるの？　～その２～
Ｑ１　先月父が亡くなりました。実は父は再婚で、前妻との間にAさんという子がいます。前妻に引き
取られ父の戸籍から抜けていますが、それでもAさんに相続権はあるのでしょうか？

A１　前妻との間の子であるAさんも相続権があります。認知した子、養子縁組している子も同様に相
続権があります。

Ｑ２　（Ｑ１から数年後）Aさんと話合いをするのは気が引けて、手続をせずにいたところ、Aさんが
亡くなってしまいました。Aさんには５人の子がいたようです。どうなってしまうのでしょうか？

A２　Aさんに代わって、Aさんの妻と、Aさんの５人の子ども全員が相続権を引き継いでいます。相
続手続をするためには、相続権のある者全員の間で話合いをする必要があります。

■お問合せ先　札幌法務局滝川支局　０１２５－２３－２３３０
　　　　　　　　（ホームページ）http://houmukyoku.moj.go.jp/sapporo

町民まちづくり活動応援補助金制度対象事業

だれでも食堂のご案内
　浦臼の野菜をできるだけ利用した、月に１回町民が開く、町民のための食堂です。
日　　時：１１月１６日（土）１１:３０～１３:３０
メニュー：ぎょうざ・サラダ・ごはん・スープ

開催場所：ふれあいの家（中央団地敷地内）
料　　金：大人２００円　１８歳以下無料

年末調整等説明会

　年末調整及び源泉徴収票・法定調書合計表の作成、
並びに消費税軽減税率制度に関する説明会を次のと
おり開催します。
【と　き】令和元年１１月２６日（火）
　　　　　１４時００分～１６時１０分
【ところ】浦臼町行政センター（集会室AB）

「広報うらうす」に広告を載せてみませんか？「広報うらうす」に広告を載せてみませんか？「広報うらうす」に広告を載せてみませんか？

広告主募集中広告主募集中広告主募集中
１号広告　　縦４㎝×横15㎝  4,000円
２号広告　　縦４㎝×横 7㎝  2,000円
問い合わせ　役場総務課企画統計係
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支
援
に
つ
い
て
は
、
タ
ク

第３回定例会は、９月17日に開催し、５議員か
ら一般質問がありましたので、内容を要約し報告
します。

令和元年
第３回浦臼町議会定例会 一般質問

親しまれる議会だよりを目指します。
浦
臼
に
住
み
続
け
る
た

め
、
生
活
の
イ
ン
フ
ラ
再

整
備
を

質　

問

Ｑ
総
務
課
長
答
弁

Ａ

産
業
振
興
課
長
答
弁

Ａ

再
質
問

Ｑ
町
長
答
弁

Ａ

質　

問

Ｑ 持
続
可
能
な
ジ
ビ
エ
事
業

の
展
開
を
望
む

で
考
え
て
い
く
。

と
し
、
各
自
治
体
に
負
担
を
求
め

る
考
え
は
な
い
。

②
最
終
処
分
場
の
職
員
で
調
整
し

て
い
る
と
こ
ろ
。

③
２
名
体
制
で
の
業
務
実
施
が
よ

り
効
率
的
で
あ
る
と
考
え
、
今
後

も
募
集
を
行
う
。

④
採
用
時
に
業
務
内
容
や
手
当
等

に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
の
内
容
を

理
解
し
た
上
で
着
任
し
て
い
る
。

今
後
も
協
力
隊
員
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
有
害
鳥
獣
駆
除
の
促
進
を

図
る
。

⑤
減
量
化
に
係
る
臭
い
に
つ
い
て

は
施
設
内
だ
け
で
外
部
に
ま
で
臭

う
と
は
考
え
て
な
い
。

　

事
業
開
始
直
前
に
従
事
者
が
決

ま
っ
て
い
な
い
の
は
異
常
事
態
で

は
。
衛
生
管
理
を
徹
底
し
て
。

　

最
終
処
分
場
と
一
体
管
理
が
で

き
る
と
い
う
理
由
で
現
在
の
場
所

を
選
ん
だ
は
ず
。
住
民
へ
の
説
明

と
変
わ
っ
て
き
て
い
て
、
住
民
の

理
解
を
得
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ

う
な
被
害
が
あ
る
の
か
き
ち
ん
と

調
査
し
、
認
識
し
た
上
で
有
害
鳥

獣
駆
除
を
優
先
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
地
元
の
町
民
に
見
学
さ
せ
る

の
は
ど
う
か
。

　

こ
の
事
業
は
有
害
鳥
獣
の
駆
除

再
質
問

Ｑ
産
業
振
興
課
長
再
答
弁

Ａ



　

秋
田
県
東
成
瀬
村
は
、
コ
ン
ビ

ニ
が
１
軒
あ
る
だ
け
の
人
口
２
，

５
０
０
人
程
度
の
山
間
の
村
だ
が
、

小
学
校
、
中
学
校
と
も
に
学
力
テ

ス
ト
全
国
日
本
一
と
学
力
テ
ス
ト

は
常
に
上
位
に
い
る
村
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
学
習
法
、

教
育
法
が
国
内
、
海
外
か
ら
も
注

目
を
浴
び
、
年
間
４
０
０
人
か
ら

６
０
０
人
も
の
視
察
や
取
材
が
来

て
い
る
。

　

そ
の
こ
と
が
、
子
供
・
大
人
・

村
の
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
り
、

違
う
意
味
で
の
ま
ち
づ
く
り
に
な

っ
て
い
る
と
見
え
る
が
教
育
長
の

考
え
は
。

　

本
町
の
教
育
は
、
確
か
な
学
力

と
ふ
る
さ
と
愛
を
育
む
こ
と
を
基

本
に
、
人
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り

　

ま
た
、
大
規
模
な
災
害
で
は
、

行
政
の
公
助
だ
け
で
は
十
分
な
対

応
が
で
き
な
い
た
め
、
地
域
の
自

主
防
災
組
織
の
力
を
借
り
て
共
助

の
取
り
組
み
を
強
化
し
、
地
域
住

民
に
よ
る
避
難
所
運
営
な
ど
対
応

が
で
き
る
よ
う
協
議
を
し
て
い
く
。

議会だより No.168
　

農
業
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、
担

い
手
不
足
に
よ
る
遊
休
農
地
の
出

現
が
急
速
に
現
実
の
も
の
と
な
っ

て
き
た
。
浦
臼
町
農
業
委
員
会
に

お
い
て
、
農
地
中
間
管
理
機
構
を

通
じ
て
の
農
地
集
積
に
つ
い
て
の

考
え
方
は
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
は
関
係
行

政
機
関
に
対
し
、
農
地
等
利
用
最

適
推
進
施
策
の
改
善
に
つ
い
て
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

現
状
の
認
識
と
今
後
の
対
策
に
つ

い
て
の
意
見
は
。

　

農
地
中
間
管
理
事
業
等
は
、
離

農
、
経
営
規
模
縮
小
、
経
営
団
地

再
編
に
対
し
、
農
用
地
に
農
地
中

間
管
理
権
を
設
定
し
、
規
模
拡
大

担
い
手
、
新
規
参
入
者
へ
貸
し
付

農
地
の
担
い
手
対
策
に
つ

い
て質　

問

Ｑ

け
を
行
う
も
の
。

　

当
町
の
実
績
は
借
受
希
望
者
は

毎
年
２
〜
３
戸
あ
る
が
機
構
の
借

受
期
間
が
原
則
10
年
以
上
、
そ
の

間
は
所
有
地
を
売
買
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
、
貸
付
希
望
者
は
０
件
。

現
行
制
度
の
見
直
し
が
な
さ
れ
な

い
限
り
、
こ
の
状
況
は
続
く
と
思

わ
れ
る
。

　

離
農
者
や
経
営
規
模
縮
小
な
ど

の
相
談
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

制
度
の
提
案
を
し
て
い
く
。
ま
た
、

農
業
政
策
の
農
地
集
積
支
援
、
中

間
管
理
事
業
、
農
村
整
備
事
業
、

就
農
対
策
、
鳥
獣
被
害
対
策
等
の

意
見
を
空
知
管
内
の
農
業
委
員
会

連
合
会
と
し
て
国
等
に
要
請
を
継

続
し
て
行
っ
て
い
る
。

　

担
い
手
不
足
は
農
業
だ
け
で
解

決
で
き
な
い
。
社
会
イ
ン
フ
ラ
を

含
め
た
地
域
政
策
の
充
実
を
。
町

は
農
業
者
と
の
話
し
合
い
の
場
を

持
つ
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　

各
種
農
業
施
策
や
人
・
農
地
プ

ラ
ン
を
核
に
農
地
の
利
用
集
積
に

一
体
的
に
推
進
し
て
い
く
。

農
業
委
員
会
会
長
答
弁

Ａ

再
質
問

Ｑ
農
業
委
員
会
事
務
局
長
答
弁

Ａ

防
災
対
策
に
つ
い
て

　

昨
年
９
月
６
日
、
胆
振
東
部
地

震
は
厚
真
町
を
中
心
に
尊
い
人
命

ま
で
失
う
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
。

　

災
害
は
予
測
が
つ
か
な
い
も
の
。

だ
か
ら
こ
そ
平
時
の
と
き
に
万
全

を
尽
く
し
て
準
備
を
し
、
ど
う
対

処
す
る
の
か
が
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

　

町
の
備
蓄
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

ク
法
（
※
）
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
な
状
況
な
の
か
。
一
般
家
庭
に

対
す
る
緊
急
時
に
備
え
た
防
災
・

減
災
の
意
識
啓
発
は
ど
の
よ
う
な

状
況
か
。
ま
た
、
一
般
家
庭
に
お

け
る
防
災
グ
ッ
ズ
の
必
要
性
、
昨

年
の
経
験
に
よ
る
防
災
対
策
の
改

善
点
は
。

※
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法･･･

　

備
蓄
し
た
食
品
を
定
期
的
に
消

費
し
て
、
食
べ
た
分
だ
け
買
い
足

し
て
い
く
方
法

質　

問

Ｑ

　

平
成
25
年
度
に
策
定
し
た
浦
臼

町
災
害
備
蓄
品
整
備
計
画
に
基
づ

き
、
救
援
物
資
が
届
く
ま
で
の
３

日
間
、
想
定
避
難
者
約
２
０
０
名

の
食
糧
、
生
活
必
需
品
等
を
毎
年

計
画
的
に
備
え
て
い
る
。

　

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
に
つ

い
て
は
、
消
費
期
限
を
迎
え
る
備

蓄
品
は
こ
れ
ま
で
防
災
訓
練
等
で

活
用
し
て
い
た
が
、
今
後
は
老
人

ク
ラ
ブ
や
各
町
内
会
の
会
合
で
活

用
し
、
使
用
方
法
に
慣
れ
て
も
ら

う
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　

防
災
グ
ッ
ズ
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
開
町
１
２
０
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
、
全
戸
に
非
常
時

に
持
ち
出
し
で
き
る
災
害
備
蓄
品

セ
ッ
ト
を
配
付
し
、
日
常
的
な
防

災
へ
の
心
構
え
と
意
識
の
高
揚
を

図
る
。

　

防
災
対
策
の
改
善
点
に
つ
い
て

は
、
昨
年
職
員
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
冬
季
の
対
応
や
避

難
所
運
営
に
当
た
る
人
員
配
置
な

ど
多
く
の
課
題
が
上
が
っ
た
。
そ

れ
ら
の
解
決
に
向
け
、
本
年
度
、

非
常
時
に
お
け
る
業
務
継
続
計
画

の
策
定
、
職
員
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
見
直
し
を
行
い
、
迅
速
か
つ
的

確
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
準
備
し

て
い
く
。

総
務
課
長
答
弁

Ａ

教
育
長
答
弁

Ａ 全
国
学
力
テ
ス
ト
が
ま
ち

づ
く
り
？

質　

問

Ｑ

が
第
一
と
い
う
の
は
、
一
貫
し
て

伝
え
て
い
る
。

　

稼
働
し
て
か
ら
町
民
の
見
学
機

会
を
設
け
た
い
。
担
当
職
員
に
つ

い
て
は
事
業
内
容
を
理
解
い
た
だ

き
、
10
月
１
日
の
稼
働
に
支
障
が

な
い
よ
う
進
め
る
。

町
長
答
弁

Ａ



　

費
用
負
担
に
つ
い
て
は
理
解
を

い
た
だ
き
た
い
。

　

５
年
間
、
事
業
が
軌
道
に
乗
る

ま
で
は
町
と
し
て
支
援
す
る
と
い

う
こ
と
。

　

基
本
的
に
は
一
頭
当
た
り
の
費

用
の
計
算
を
し
て
、
こ
れ
だ
け
５

年
間
は
応
援
す
る
と
い
う
仕
組
み

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
。

　

ま
た
、
減
量
化
施
設
の
建
設
費

用
は
い
く
ら
か
。

　

既
に
協
議
が
進
ん
で
い
る
の
で
、

１
３
０
円
で
い
き
た
い
。

　

建
設
費
用
は
１
棟
約
１
０
０
０

万
円
弱
、
２
棟
で
約
２
０
０
０
万

円
弱
と
な
る
。

　

以
前
か
ら
議
論
す
る
減
量
化
施

設
に
つ
い
て
、
費
用
分
担
は
ど
の

よ
う
に
協
議
さ
れ
た
か
。

　

減
量
化
施
設
の
費
用
負
担
は
、

減
量
化
に
か
か
る
処
理
手
数
料
を

事
業
者
に
負
担
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
、
額
に
つ
い
て
は
減
量
化
施

設
に
搬
入
す
る
残
さ
10
㎏
あ
た
り

１
３
０
円
と
し
て
い
る
。

　

当
初
町
が
提
案
し
た
時
点
か
ら

工
場
建
設
も
含
め
て
反
対
を
し
、

時
々
の
課
題
に
つ
い
て
質
問
、
改

善
策
、
注
釈
も
入
れ
て
議
論
し
て

き
た
。

　

残
さ
に
対
す
る
処
理
手
数
料
に

つ
い
て
は
、
減
量
化
だ
け
の
費
用

で
年
間
４
８
１
万
６
７
６
０
円
、

こ
れ
を
計
画
頭
数
で
あ
る
年
間
８

０
０
頭
で
割
返
す
と
、
１
頭
あ
た

り
６
０
２
０
円
の
費
用
が
か
か
る

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
５
年
間
支

援
す
る
こ
と
が
費
用
対
効
果
と
い

う
言
葉
に
合
う
の
か
。

　

減
量
化
施
設
を
町
が
運
営
す
る

と
し
た
こ
と
か
ら
誤
り
な
の
で
は
。

認
め
ら
れ
る
と
き
に
事
業
採
択
と

し
て
い
る
。

　

認
定
農
業
者
の
家
族
で
あ
る
若

者
も
家
族
経
営
の
中
で
一
役
を
担

っ
て
い
る
の
で
、
対
象
の
緩
和
に

向
け
て
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。　

　

中
古
機
械
で
補
助
対
象
と
な
っ

た
事
例
は
。

　

現
在
の
45
歳
の
年
齢
制
限
を
５

歳
ほ
ど
間
口
を
広
げ
る
こ
と
を
検

討
中
で
あ
る
。

　

中
古
に
つ
い
て
も
普
通
の
補
助

と
同
じ
く
上
限
50
万
円
で
、
中
古

の
田
植
え
機
を
購
入
し
て
Ｇ
Ｐ
Ｓ

を
新
た
に
つ
け
た
こ
と
で
補
助
対

象
と
し
た
。

　

事
業
に
対
す
る
国
の
補
助
を
今

後
、
国
へ
の
要
請
の
中
に
入
れ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

要
請
で
き
る
よ
う
対
応
し
た
い
。
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質　

問

Ｑ 浦
臼
町
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援

事
業
補
助
交
付
要
綱
の
改

善
を
求
め
る

産
業
振
興
課
長
答
弁

Ａ

と
考
え
、
今
年
度
の
教
育
行
政
執

行
方
針
に
も
掲
げ
た
と
お
り
、
浦

臼
町
の
将
来
に
確
か
な
力
と
な
る

心
優
し
い
人
づ
く
り
に
努
め
て
い

る
。
町
を
生
か
す
、
町
を
残
す
人

材
が
育
ち
、
結
果
と
し
て
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　

来
年
度
の
実
施
に
つ
い
て
は
11

月
が
申
請
期
限
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
制
度
の
改
善
を
求
め
る
。

①
対
象
農
業
者
の
緩
和
を
。

②
町
長
が
認
め
る
取
組
と
は
。

③
中
古
機
械
等
へ
の
１
／
２
補
助

を
。

①
対
象
は
認
定
農
業
者
、
青
年
等

就
農
計
画
の
認
定
を
受
け
て
い
る

者
と
し
、
緩
和
で
き
な
い
も
の
と

考
え
て
い
る
が
、
本
事
業
を
多
く

利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
年
齢
制

限
等
の
緩
和
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
。

②
30
年
度
で
は
ハ
ウ
ス
の
増
築
と
、

高
畝
ロ
ー
タ
リ
ー
マ
ル
チ
の
購
入

が
あ
っ
た
。

③
中
古
機
械
も
補
助
対
象
と
し
て

い
て
、
更
新
時
に
機
能
の
向
上
や

省
力
化
な
ど
付
加
機
能
の
追
加
が

産
業
振
興
課
長
答
弁

Ａ

再
質
問

Ｑ
町
長
答
弁

Ａ

質　

問

Ｑ ジ
ビ
エ
de
そ
ら
ち
に
つ
い

て

町
長
答
弁

Ａ

産
業
振
興
課
長
再
答
弁

Ａ
再
々
質
問

Ｑ
町
長
再
答
弁

Ａ

再
質
問

Ｑ

再
々
質
問

Ｑ
町
長
再
答
弁

Ａ
産
業
振
興
課
長
再
答
弁

Ａ
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◆
浦
臼
町
役
場
の
位
置
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て　

―
可
決
―

◆
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

　

い
て　

―
可
決
―

◆
浦
臼
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

　

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
及
び
浦
臼
町
認
定
こ
ど
も
園
設
置
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て　

―
可
決
―

◆
浦
臼
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

　

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て　

―
可
決
―

◆
浦
臼
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

例
に
つ
い
て　

―
可
決
―

◆
平
成
30
年
度
浦
臼
町
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、

下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
決
算
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
審
査
し
ま
す
。

　

・
決
算
審
査
特
別
委
員
会　

委 
員 
長　

静
川　

広
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
委
員
長　

髙
田　

英
利

◎
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
施
設
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
を

指
定
し
ま
し
た
。

　

・
施
設
の
名
称　

浦
臼
町
ジ
ビ
エ
処
理
加
工
セ
ン
タ
ー

　

・
指
定
管
理
者　

株
式
会
社
ア
イ
マ
ト
ン

　

・
指
定
の
期
間　

令
和
元
年
９
月
17
日
か
ら
令
和
12
年
３
月
31
日

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
よ
り
、
次
の
者
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

・
島　
　

智
寛
氏

◎
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
よ
り
、
次
の
者
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

条
例
等
の
審
議
と
結
果

審
議
さ
れ
た
事
件

結
果

と

　

・
河
本　

浩
昭
氏

◎
報
告
事
項

◆
平
成
30
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
決
算
に
基
づ
く
普
通
会
計
財
政
健
全
化
判
断
比
率
及
び
下

水
道
事
業
特
別
会
計
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
件
の
意
見
書
案
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
関
係
各
省
庁
に

提
出
し
ま
し
た
。

○
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
施
策
の
充
実
・
強
化
を
求

　

め
る
意
見
書

〈
提
出
先
〉
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、

　
　
　
　
　

総
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
経
済
産
業

　
　
　
　
　

大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
環
境
大
臣
、
復
興
大
臣

意　

見　

書

健全化判断比率
平成30年度
　　　（％）

早期健全化基準
　　　　 （％）

①実質赤字比率 ー 15.0

②連結実質赤字比率 － 20.0

③実質公債費比率 △2.5 25.0

④将来負担比率 － 350.0

普通会計財政健全化判断比率

比　　率　　名
平成30年度
　　　（％）

経営健全化基準
　　　　 （％）

①資金不足比率 ー 20.0

下水道事業特別会計資金不足比率

※「－」は、実質収支、連結実質収支が黒字の場合に表
　示されます。

　

令
和
２
年
４
月
執
行
の
町
長
選

挙
の
出
馬
の
意
思
を
問
う
。

　

多
く
の
方
の
理
解
・
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
振
興
、
子

育
て
支
援
、
住
民
福
祉
の
向
上
等

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
や
施
策
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

　

一
番
行
い
た
か
っ
た
道
の
駅
の

整
備
事
業
は
、
最
終
的
に
実
現
で

き
ず
残
念
だ
っ
た
。

　

来
年
か
ら
ま
た
４
年
と
な
る
と
、

気
力
、
体
力
の
維
持
も
非
常
に
厳

し
い
と
感
じ
て
い
る
た
め
、
今
回

一
区
切
り
を
つ
け
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

今
後
、
こ
の
任
期
を
全
力
で
遂

行
し
な
が
ら
、
次
の
リ
ー
ダ
ー
に

し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い
き
た

い
。

町
長
選
挙
に
つ
い
て

質　

問

Ｑ
町
長
答
弁

Ａ
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第
４
回
浦
臼
町
議
会
臨
時
会

〔
８
月
21
日
開
催
〕

◆
浦
臼
町
ジ
ビ
エ
処
理
加
工
セ
ン

タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
の
制
定

に
つ
い
て　

―
可
決
―

　

野
生
鳥
獣
の
捕
獲
促
進
、
捕
獲

個
体
の
有
効
活
用
に
よ
り
地
域
活

性
化
を
図
る
た
め

議
会
の
流
れ

◎
議
会
運
営
委
員
会

９
月
11
日

・
第
３
回
定
例
会
の
運
営
に
つ
い

て
◎
全
員
協
議
会

６
月
20
日

・
浦
産
業
観
光
推
進
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
に
つ
い
て

７
月
17
日

・
浦
臼
町
地
力
増
進
施
設
に
お
け

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
処
理

に
つ
い
て

８
月
21
日

・
議
案
の
訂
正
に
つ
い
て

・
浦
臼
町
ジ
ビ
エ
処
理
加
工
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

９
月
11
日

・
浦
臼
町
ジ
ビ
エ
処
理
加
工
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て

９
月
17
日

・
第
３
回
定
例
会
に
つ
い
て 

他

◎
議
会
広
報
特
別
委
員
会

10
月
17
日

・
議
会
だ
よ
り
第
１
６
８
号
編
集

◎令和元年度予算の補正されたもの

会　計　名
（補正番号）

補正後の予算額
（補正額） 補正された主なもの

一 般 会 計
（第３号）

37億5561万8000円
（90万円）揚水機場電気料 90万円

一 般 会 計
（第４号）

37億9233万1000円
（3671万3000円）

医療機器 2530万円
選挙システム更新業務委託料 168万2000円
小規模災害復旧工事 131万円

　
〈
調
査
日　

８
月
９
日
〉

『
ジ
ビ
エ
事
業
の
進
捗
状
況
』

　

30
年
２
月
、
国
の
ジ
ビ
エ
利
用

倍
増
計
画
事
業
の
指
定
を
受
け
た
。

「
ジ
ビ
エ
de
そ
ら
ち
」
と
い
う
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
共
同
事
業
体
）

を
核
と
し
て
、
ジ
ビ
エ
の
利
用
の

推
進
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
一
員
で
あ

る
株
式
会
社
ア
イ
マ
ト
ン
も
説
明

員
と
し
て
招
き
、
会
社
の
業
務
内

容
、
今
後
に
向
け
て
の
処
理
加
工

場
の
運
営
方
針
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

・
猟
友
会
を
含
め
た
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
を
適
切
に
運
営
し
、
町
民
が

事
業
推
進
を
応
援
す
る
も
の
で
あ

っ
て
い
た
だ
き
た
く
、
そ
の
環
境

整
備
に
努
め
る
こ
と
。

・
シ
カ
の
搬
入
に
よ
る
処
理
手
数

料
は
、
減
量
化
施
設
へ
の
搬
入
重

量
を
基
本
と
す
る
べ
き
で
は
。
残

さ
の
焼
却
処
理
は
適
切
と
考
え
る
。

・
減
量
化
施
設
の
維
持
の
た
め
、

国
、
道
、
関
係
市
町
の
負
担
に
つ

い
て
働
き
か
け
る
べ
き
。

・
町
に
経
済
効
果
が
現
れ
る
よ
う

な
運
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

←
減
量
化
施
設

→
食
肉
加
工
施
設

　（http://www.town.urausu.hokkaido.jp）

定例会・臨時会の議決結果、
一般質問通告、会議録を公開しています。

←公式ＨＰでこのマークを見つけて下さい。
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委
員
長　
　
　

野
崎　

敬
恭

　
　

副
委
員
長　
　

折
坂　

美
鈴

　
　

委
員　
　
　
　

東
藤　

晃
義

　
　
　
　
　
　
　
　

髙
田　

英
利

編
集
後
記

　

ま
も
な
く
廃
線
と
な
る
札
沼
線
。

私
の
住
む
鶴
沼
で
は
、
田
ん
ぼ
の

間
を
縫
う
よ
う
に
走
る
デ
ィ
ー
ゼ

ル
の
姿
が
見
ら
れ
な
く
な
り
、
当

た
り
前
に
聞
こ
え
て
い
た
10
時
の

汽
笛
の
音
が
聞
こ
え
な
く
な
る
。

代
替
バ
ス
の
利
用
者
が
少
な
い
と

そ
の
バ
ス
も
ま
た
廃
止
の
運
命
か
。

車
が
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い
町

に
人
は
住
み
た
い
と
思
う
だ
ろ
う

か
。

　

こ
の
美
し
い
風
景
を
誰
が
守
っ

て
い
く
の
か
な
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

妄
想
に
駆
ら
れ
る
。

（
折
坂
）

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
い
て

き
ま
し
た
。

　

晩
生
内
出
身
。
浦
臼
農
協
へ
就

職
し
、
浦
臼
の
農
業
の
発
展
に
ご

尽
力
さ
れ
、
現
在
は
様
々
な
趣
味

を
楽
し
む
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

①
議
会
は
ど
ん
な
印
象
で
す
か
。

　

20
年
以
上
前
に
当
時
の
議
員
に

勧
め
ら
れ
て
か
ら
今
で
も
傍
聴
に

行
っ
て
い
ま
す
。
緊
張
感
が
あ
り

ま
す
し
、
皆
さ
ん
の
活
動
に
は
感

謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

傍
聴
を
し
て
い
る
と
、
声
が
聞

き
づ
ら
い
時
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
は
聞
き
や
す
い
で
す
ね
。

②
浦
臼
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
ど
う
思
っ
て
い
ま
す
か
。

　

色
々
や
っ
て
く
れ
て
い
て
大
変

あ
り
が
た
い
。

　

若
者
が
増
え
て
き
て
欲
し
い
で

す
が
、
人
口
減
少
で
高
齢
者
が
多

く
な
る
の
が
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
音
響
設
備
を
整
備
す
る
な
ど

高
齢
者
に
と
っ
て
楽
し
い
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
で

す
。

③
町
長
に
な
っ
た
ら
何
を
し
た
い

で
す
か
。

　

各
地
区
の
市
街
地
で
国
道
沿
い

に
住
宅
を
つ
く
っ
て
高
齢
者
を
市

街
地
に
入
居
さ
せ
て
、
道
路
環
境

を
整
備
し
た
い
で
す
。
除
雪
が
楽

に
な
り
、
高
齢
者
の
生
活
が
楽
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　　

ほ
か
に
も
昔
の
浦
臼
町
の
話
を

色
々
と
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！

福田聖一さん
（浦臼第７）

議会を傍聴してみませんか？

そもそも「傍聴（ぼうちょう）」って何？

　「特に会議や公判などを、当事者以外の者が発言

権無しに席場内で聞くこと」　（大辞林　第三版よ

り）

　議会は公開が基本なので、町内、町外問わず誰で

も直接見たり、聞いたりすることが出来ます。

　傍聴することで、住民代表としての議会が十分審

議しているか知ることができ、議会と住民の間で緊

張関係が生じて十分な審議を促進することにつなが

ります。

じゃあ、どうやって傍聴できるの？

　議場は役場の３階にあります。

　傍聴室入口にある「傍聴人受付票」に記入

したらOK！自由に出入りができます。

　もちろん、議会が開かれる時にしか傍聴は

できませんが、議会の日程は新聞折り込みや

防災無線でお知らせしているので、チェック

してみて下さい！

◀
傍
聴
人
受
付
票
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うらうすギャラリー

　地域おこし協力隊の近野　永です。１１月１７日にU-Session第５弾目の『浦臼写真愛好会写真発
表会』を開催致します！浦臼写真愛好会の皆様が撮影した自然の魅力が溢れる写真をプロジェクター
で投影し、撮影者が写真の説明をします。入場無料ですので、皆様のお越しをお待ちしております。
　今回のイベントは広報１月号や浦臼町ホームページでも紹介させていただいた主催事業の
『U-Session ～あなたのチャレンジを浦臼町が応援します！～』で開催します。
　役場３階あかねホールで実施可能なこうした発表や教室などを実施してみたいというチャレンジを
ジャンル問わず募集し、開催に至るまでサポートします。詳細は浦臼町ホームページをご覧いただくか、
直接近野までお申し付けください。宜しくお願い致します。

■U-Session VOL.５『浦臼写真愛好会写真発表会』■
開催日時　１１月１７日（日）１３：００～１５：３０
開　　場　役場３階あかねホール
入 場 料　無料

国民
年金

１１月３０日は「年金の日」です！
　厚生労働省では、国民お一人お一人、ねんきんネット等を活用しながら、高齢期の生活
設計に思いを巡らしていただく日として、１１（いい）月３０（みらい）日を「年金の日」
としました。
　この機会に、ねんきん定期便やねんきんネットで、ご自身の年金記録と年金受給見込額を確認し、未
来の生活設計について考えてみませんか。
　ねんきんネットをご利用いただくと、いつでもご自身の年金記録を確認できるほか、将来の年金受給
見込額について、ご自身の年金記録を基に様々なパターンの試算をすることもできます。
　ねんきん定期便やねんきんネットについては、日本年金機構ホームページでご確認いただくか、専用
ダイヤル（℡０５７０－０５８－５５５）にお問い合わせください。

募集項目 資格 受付期間 試験日

陸上自衛隊
高 等 工 科
学 校 生 徒

令和２年４月１日現在、
１５歳以上１７歳未満
の男子で中学卒業又は
中学校卒業見込みの者
（平成１５年４月２日
から平成１７年４月１
日までの間に生まれた
者）

元年１１月１日
（金）

元年１月６日
（月）

※詳しくは、自衛隊札幌地方協力本部滝川地域事務所まで　℡　０１２５－２２－２１４０

自 衛 官 募 集

　１次：２年１月１８日（土）
　２次：２年１月３１日（金）
　　　　～２年２月３日（月）
　までの間の指定する１日

　合格発表：２年２月１４日（金）

急募 配達員大募集‼
配達スタッフ欠員につき
大募集しております。

雪解け４月から本格始動できる方。アルバイト
を考えている方、お問い合わせください。
北海道新聞砂場販売所　☎69-2110

◎朝４時頃から１時間半程度の配達
◎車持ち込み可能な方（時給1500円～）



交通安全を心がけ事故の無いよう努めましょう！
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浦臼町定住支援制度

　浦臼町では定住人口増加や地域の活性化を促進するため、様々な支援を行っています。
　今号では、町内で新築・中古住宅を取得された方を支援する「浦臼町定住促進住宅取得応援助成」、
町内の空き家・空き地の賃借・売買情報を提供する「浦臼町空き家・空き地バンク制度」についてご紹
介します。

　助成の対象者など制度の詳細については下のQRコードからホームページをご覧いただくか、総務課
企画統計係（℡６８－２１１１）までお問合せください。

広
　
告

①浦臼町定住促進住宅取得応援助成
対象住宅
・居室、台所、トイレ、浴室等がある延床面積が５０平方メートル以上の一戸建て住宅
・昭和５６年６月以降に建築した住宅（中古住宅）
※２親等以内の方が所有していた住宅は助成対象外（中古住宅）
助成額
新築住宅取得応援助成金　１５０万円　　　中古住宅取得応援助成金　　５０万円
※夫婦のどちらか、主に収入がある方が４０歳未満（申請時）もしくは、中学校課程を修了する前
までの子どもを養育する世帯（申請時）のいずれかに該当する世帯の場合、２５万円＋商品券２５
万円分を加算します。
申請の時期
・新築住宅取得応援助成金・・・表題登記後３ヶ月以内
・中古住宅取得応援助成金・・・転入後又は転居後３ヶ月以内

②浦臼町空き家・空き地バンク制度
　町内の空き家・空き地を所有している方に情報を登録していただき、移住・定住希望者へホーム
ページや役場窓口などで情報を提供する制度です。（情報の公開や連絡調整のみで、物件の仲介・
あっせん・交渉・契約は行いません。）
利用手続の流れ
１．空き家・空き地を貸したい、売りたいとお考えの物件所有者の方から登録申請書を提出して頂
きます。
２．内容を確認し、適当と認められると登録台帳に登録されます。
３．登録された物件は、町のホームページや役場窓口などで情報を発信します。
４．借りたい、買いたいとお考えの方は、利用申込書を提出して頂きます。
５．利用申込みがあったことを物件所有者に連絡します。
６．当事者間で交渉・契約を行っていただきます。

浦臼町定住促進住宅取得応援助成 浦臼町空き家・空き地バンク制度 その他子育て支援制度
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国民健康保険税は納期内に必ず納めましょう!!
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新そば収穫祭
　１０月１８日（金）、あかねホールにおい
て「第１８回浦臼町高齢者のつどい」が開催
され９６名が参加しました。午前中は認知症
疾患医療センターの大辻誠司先生を迎え、「認
知症、症状、物忘れとの違い、簡単な予防」
の講演が行われました。講演では先生がこれ
まで実際に見てきた認知症の症状についてわ
かりやすく、また、楽しく語り、参加者の９
６人は先生のお話に聴き入っていました。午
後からはカラオケ大会が開催され、最後まで
賑やかなイベントとなりました。

高齢者のつどい

　９月９日で浦臼町は交通事故死ゼロ日数３
５００日を達成し、浦臼町交通安全推進委員
会へ公益社団法人北海道交通安全推進委員会
より表彰状が贈られました。
　斉藤会長は「町民の皆さんや関係機関の皆
さんの協力のおかげで達成できた。これから
も交通事故死ゼロ日数の更新を目指し交通安
全対策を推進していきたい。」と話していま
した。

交通死亡事故ゼロ日数３５００日
達成表彰状贈呈式

　１０月２７日（日）、農村センターにおいて、
浦臼町民文化祭が開催されました。町内の芸
能・文化団体による作品の展示や演技の発表
が行われ、会場内はステージ発表が終わるた
びに大きな拍手で包まれていました。文化祭
終了後は町民ふれあい芸術鑑賞会が開催され、
来場者は三味線や和太鼓の演奏、民謡ショー
に聴き入っていました。

町民文化祭

　９月２８日と２９日の２日間にわたり、鶴
沼公園において「第１９回新そば収穫祭」が
開催されました。浦臼町をはじめ道内の手打
ちそば同好会が集まり、それぞれのブースで
各団体の特長を生かしたそばが振る舞われま
した。ステージではわんこそば大会やそばの
早食い大会が行われ、お祭りを盛り上げてい
ました。雨が降った場面もありましたが、２
日間を通して５４００人の方が来場し、大盛
況となりました。

左から今野副会長、斉藤会長、髙橋副会長
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１０月６日に友好交流町の高知県本山町で開催された職
域運動会に、平成２７～２８年度採用の職員７名で参加
してきました。職域運動会とは、町内の様々な業種の方
が集まりチームを組んで競う運動会で、今年で７４回目
だそうです。見慣れない、聞き慣れない種目が多く若干
戸惑いましたが、やってみると面白いものばかりでした。
もちろん、本山町の方々のようにはうまくできませんで
したが、参加者全員が楽しめて町全体の結束が感じられ
るようなイベントでした。
浦臼でも町民の方々と一緒に参加するイベントはありま
すが、本山の職域運動会のように大きなものは無いと思
うので、手始めに職域対抗ラグビーなんかやってみたら
良いんじゃないかと思います。このままワールドカップ
が終わってしまうのは寂しいです（´・ω・` ）

編 集 後 記

最終処分場放流水水質検査結果（9月分）

お知らせします！

項目

採取日

水素イオン
濃度 浮遊物質量 生物化学的酸素要求量

化学的
酸素要求量 全窒素

〔ｐＨ〕 〔ＳＳ〕 〔ＢＯＤ〕〔ＣＯＤ-Ｍｎ〕〔Ｔ－Ｎ〕

7.7 3.1 6.301未満 0.9
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　優良運転手のみが受講できる講習会で、ご自
宅に「運転免許証更新連絡書」が届きますので、
砂川警察署等で更新の手続き（申請等）を済ませ、
「優良講習」対象者に該当するかどうか確認の上、
受講してください。
　更新手続きは、誕生日の前後合わせて２ヶ月
間の間に行ってください。

と　き　１１月２１日（木）午後６時から
ところ　奈井江町文化ホール（ＪＲ奈井江駅前）

おくやみ申し上げます
　　　　　　　　　　　　　　　10月８日本　田　正　信さん　　59歳　　　　　　　　　　　　　　　浦臼第３の２

　男　　 865人（＋２人）
　女　　 937人（－０人）
　計　　1,802人（＋２人）
世帯数 858戸（－１戸）

（　）内は前月との比　■９月末現在

　　　　　　　　　　　政　幸さん　９月19日宮　野　紬　海ちゃん　　　　　　　　　　　華奈子さん　鶴沼第２
　　　　　　　　　　　　諒　さん　９月25日石　塚　直　人くん　　　　　　　　　　　千　秋さん　浦臼第３の２

お誕生おめでとうございます

か
げ


